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■ＰＤＣＡサイクルについて 

このカルテをもとに Plan（計画）⇒ Do（実行） 

⇒Check（評価）⇒ Act（改善）の 4 段階を繰 

り返すことによって、地域の防災力を持続的かつ 

発展的に進化させていきましょう。 

■校区カルテとは 

校区カルテは、地域で取り組む災害発生時や平時の地域活動などにおける 

人的資源や物的資源を整理することで、自助・共助で取組む災害対応力を「見 

える化」させることにより、地域による自助共助の活動を迅速確実に行える 

ようにします。また、これを行政と共有することで、行政が実施する災害時 

における公助を明確化し、効率的かつ効果的な支援を実施することにより人 

的被害や物的被害を最小限にくい止めます。 

    また、自助共助における災害対応力を最新情報で様々な視点から評価分 

析することにより、自助･共助による災害対応力の強みと弱みを分析し、地 

域と行政が共にこれを共有します。これにより「強化すべき防災体制」や 

「更に発展すべき取り組み」について、地域と行政が共に考え実施すべき 

自主防災訓練を検討したり、日頃の備えの充実を図ることを目的として、 

同カルテを整備します。同カルテは地域と行政が共に情報を持ち寄り、適 

切に更新することで更なる地域防災力の充実と継続的な発展と向上を図っ 

ていきます。 

■校区カルテの活用方法 

この校区カルテは、校区における取組内容や体制変更にともない適宜更新 

が必要ですが、人口情報や世帯情報などについては、基本的に毎年更新しま 

す。更新にあたっては、地域と行政が共に情報を持ち寄り共有し、共に検討 

を行うことで、年度ごとの目標や取り組み内容を相互に確認することを基本 

としています。 

なお、同カルテの構成は校区の人的資源や物的資源などを整理した「資源 

情報」と校区の取組みや目標などを整理した「取組情報」、また災害発生時 

における体制や組織図などを整理した「組織情報」、各種名簿などを整理し 

た「資料」、災害対応時に使用する「様式」で構成されています。「取組情報」 

や「組織情報」などについては、基本的な事項として毎年更新を前提として 

いるものでなく必要に応じて適宜更新するものです。 
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１．校区カルテの必要性 
 

 平成 7年 1月に発生した阪神・淡路大震災や、平成 23年 3月に発生した東日本大震災は

未曾有の大災害となり、地震等によって多くの行政職員が被災するなど、行政自体が壊滅

的な被害を受け、行政機能が部分的に麻痺しました。 

 このため、本来被災者を支援すべき行政が支援に動くべきところが手が回らず、地域の

方々による自助・共助が大きな推進力となりました。 

 このように大規模災害時には、行政による公助にも限界があることが明らかとなり、自

助・共助及び公助がうまく連携していかないと、災害対応がうまく機能しないことが改め

て認識されました。 

 さらに、今後発生が懸念される南海トラフ地震に備えても、自助・共助、近助の役割の

重要性がより一層高まってきました。 

 このような既往大災害からの教訓等を踏まえ、大規模災害発災後のしばらくの間は、行

政の支援が追い付かない場合も十分に考えられるため、地域住民が自発的に避難行動を行

い、地域で助け合いながら救出・救助活動や避難所開設・運営等を行うことが重要となっ

てきます。 

 これらを受けて、災害時に住民が大混乱に陥ることを防ぎ、円滑な避難行動等を支援す

るとともに、平常時からの防災活動への取り組みを推進できるように、校区の防災に関す

る考え方をとりまとめたものが、この校区カルテです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連連携携 

市民、事業者等 

「自らの命は、自らが守る」 

市民、事業者等 

「地域で助け合う」 

市、府、防災関係機関 

「予防、応急、復旧・復興」 

共共助助 

公公助助 

自自助助 

近近助助 
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２．校区の概要 

◆１．地勢               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：Googleマップ    

【位置】 

・金岡校区は北区の南東部に位置している。 

・南海高野線・泉北高速線・地下鉄御堂筋線の鉄道が近接している。 

・当区域は北に中央環状線、南北に常磐浜寺線などの幹線道路が整備されている。 

・当区域東側は、市街化調整区域、西側には住宅市街地、産業地が広がっている。 

【地勢】 

・区域の大部分は平坦地形で、東西には日本最高の官道といわれる竹内街道が通り、金岡神

社などの歴史、文化資源がある。伝統行事も地域に受け継がれている。 

・長池、菅池、森池のため池と４ha以上の集団農地があり、優良な農空間を形成している。

市街化区域に近接しているところでは住宅の新規立地がみられる。 
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校区防災マップ 
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◆２．人口、世帯数等 
  

人口・世帯 

 
金岡校区 

（1.896ｋ㎡） 

北区 

（15.60ｋ㎡） 

堺市 

（149.81ｋ㎡） 

 

住民基本台帳 自治会数値 

/住民基本台帳

数値 

（自治会数値） 

校区/北区 

（数値） 

校区/堺市 

（数値） 

総人口 
16,751人 54.3% 

（   9,097人） 

10.5% 

（158,901人） 

2.0% 

（845,625人） 

世帯数 
7,114世帯 -% 

（     -世帯） 

9.7% 

（73,037世帯） 

1.9% 

（384,507世帯） 

世帯あたり人

員 

2.4人／世帯   -% 

（  -人／世帯） 

109.1% 

（2.2人／世帯） 

109.1% 

（2.2人／世帯） 

年齢別 

0～4歳 
890人 29.9% 

（    266人） 

11.5% 

（7,717人） 

2.5% 

（35,368人） 

5～14歳 
1,944人 45.1% 

（    876人） 

12.8% 

（15,188人） 

2.5% 

（79,203人） 

15～64歳 
10,094人 47.7% 

（   4,810人） 

10.3% 

（98,010人） 

2.0% 

（506,300人） 

65歳以上 
3,823人 82.3% 

（   3,145人） 

10.1% 

（37,986人） 

1.7% 

（224,754人） 

要配慮者 

高齢者 
3,823人 82.3% 

（   3,145人） 

10.1% 

（37,986人） 

1.7% 

（224,754人） 

要介護 

要支援者 

682人 

 98.6% 

（    973 人） 

8.6% 

（7,965人） 

1.5% 

（45,733人） 

障害者（※） 
305人 8.2% 

（3,707人） 

1.4% 

（21,042人） 

外国人 
-人 -% 

（      -人） 

- 

（1,552人） 

- 

（12,457人） 

*自治会数値は金岡校区世帯調査（H28.12.31）   

* 堺市資料（要介護要支援者 H28.3、障害者 H28.4、その他 H28.1） 

※障害者は避難行動要支援者リスト対象者のうち、視覚障害・聴覚障害・肢体障害・内部障害のある方   
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 金岡校区 北区 堺市 

就業者数 － 71,318人 365,836人 

夜間人口 － 158,845人 839,310人 

昼間人口 － 130,828人 785,324人 

流出人口 － 51,212人 173,307人 

昼間夜間人口比率 － 82.4% 93.6% 

 * 平成 27年度国勢調査 

 金岡小学校 金岡南中学校 

校区内通学者数 1,124人 900人 

 * 堺市教育委員会資料（H29.5） 

建築物 

 金岡校区 北区 堺市 

総数 － 68,475世帯 349,878世帯 

持ち家 － 33,997世帯 207,603世帯 

公営・ＵＲ・

公社 
－ 11,494世帯 51,600世帯 

民営 － 19,774世帯 77,620世帯 

         * 平成 27年度国勢調査 

◆３．被害想定               
 
（１）堺市で想定される地震災害被害 

  地震には、内陸で発生する「活断層型地震」と、海底プレートの跳ね上がりで発生する「海溝

型地震」の２つのタイプがあります。堺市域に被害を与えると懸念されている地震は、上町断層

帯地震、生駒断層帯地震、中高構造線断層帯地震、南海トラフ地震の４つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典:堺市地震災害想定総合調査 
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   【上町断層帯地震】     【中央構造線断層帯地震】    【生駒断層帯地震】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上町断層帯 生駒断層帯 中央構造線断層帯 

マグニチュード 
震度 

7.4～7.8 
5 弱～7 

7.5～7.9 
5 弱～7 

7.7～8.1 
5 弱～7 

建物被害 

全壊棟数 棟 
70,929 

(71,237) 
18,943 

(19,213) 
6,726 

(7,070) 

木 造 棟 63,916 18,040 6,402 

非木造 棟 7,013 903 324 

半壊棟数 棟 
41,415 

(42,141) 
26,393 

(27,033) 
11,390 

(12,208) 

木 造 棟 33,751 23,276 10,051 

非木造 棟 7,664 3,117 1,339 

人的被害 
死者 人 3,017 331 32 

負傷者 人 12,812 6,926 2,692 

出火件数 
(炎上1日) 

早朝 件 68 9 2 

昼間 件 116 15 4 

夕刻 件 159 21 6 

罹災者 人 420,132 167,665 64,909 

避難所生活者 人 138,643 55,329 21,420 

※（ ）の値は、盛土造成地における建物被害を加算 
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      【南海トラフ地震】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震の種別別 南海トラフ地震 

地震の特徴 海溝型地震で最も堺市域に被害を与える 

30 年以内の発生前確率 ５０％～７０％ 

マグニチュード（M） ９．０～９．１クラス 

最大震度 ほぼ全域６弱 

死者数 ６，１０３人 

避難者数 ７４，４０２人 

建物被害：全壊棟数 １１，０５３棟 

金岡校区想定浸水深 該当なし 

 

北区関連震度計情報 

設置者 所在地 設置施設 

大阪府 堺市北区新金岡町 5丁 1番 4 号 堺市北区役所 
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（２）風水害 

①河川氾濫・土砂災害 

災害危険箇所の 

指定状況 

土石流危険渓流 該当なし    

急傾斜地崩壊危険箇所  該当なし    

地すべり危険箇所 該当なし    

土砂災害警戒区域 該当なし   

土砂災害特別警戒区域 該当なし   

*堺市資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金岡校区付近の土砂災害・洪水ハザードマップ 

 

②内水 

 

 

 

 

 

\ 

＊過去の浸水 

№. 河川等名（下水含む） 浸水箇所 備考 

１ 狭間雨水１号線 

長曽根東町会北東付近一帯  

ダイキン工業堺製作所金岡工場北東角付近  

２ 金岡町内農業用水路 

金岡町２３６５番地付近  

金岡町２３６５から北側一帯  
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金岡校区付近の内水ハザードマップ 

＊北区狭間雨水１号線情報 

設置者 所在地 設置物 

堺市 金岡町地先 但しダイキン金岡工場北東側付近 水位計 

堺市 金岡町３０２８地先 但し、金岡ドリーム公園北側付近 水位計 

堺市 長曽根町３０６８地先 但し、Ａプライス新金岡店東側付近 水位計 
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◆４．災害危険度判定調査結果               
 
（１）災害危険度判定調査とは 

  災害危険度判定調査は、地震に対する市街地の防災性能の程度を建物構造や道路・公園等の空

地などの状況により比較評価するものです。特定の地震による建物被害や人的被害などを想定し

た被害想定とは異なります。 

（２）災害危険度判定調査結果 
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◆５．施設・地域資源               
 

防
災
関
連
施
設
等 

消防署   １箇所 （管轄）北消防署 

警察署・交番 ２箇所 金田交番・長曽根交番 

その他防災施設 

（地域会館と集合所を除く） 
16箇所 

 

消防施設 水防倉庫等 箇所  

 

防火水槽 

（耐震性水槽） 
５箇所 

竹ノ内公園(100ｔ)・金岡町地先(40ｔが 2箇所)・中池

公園(40ｔ)・東公園(40ｔ) 

主な公共施設 公園 19箇所 

竹ノ内公園・中池公園・東公園・えびね公園・辰池

公園・いちょう公園・ゆずりは公園・なでしこ公園・く

つわむし公園・おしどり公園・つぐみ公園・かわせ

み公園・おおいけ公園・新池公園・森ヶ池公園・窪

田池公園・楠塚公園・第 56-08号公共緑地・のぎく

広場 

 指定避難所 ３箇所 
金岡小学校・金岡南中学校・金岡高等学校（地震

時のみ） 

 広域避難地 １箇所 金岡公園・大泉緑地 

教育関連施設 ３箇所 金岡小学校・金岡南中学校・金岡高等学校 

要配慮者関連施設 病院・診療所 24箇所 

 

  社会福祉施設 １箇所 

 

  幼稚園・保育園 ４箇所 

 

防災倉庫 

・防災倉庫は、災害用備蓄倉庫及

び応急対策に必要な防災機器の保

管庫のこと。 

（参考）災害用備蓄倉庫とは、コンテ

ナ型を指す。 

２箇所 災害用備蓄倉庫：金岡小学校、金岡南中学校 

防災行政無線(屋外スピーカー) １箇所  
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３．校区の取り組み 

◆１．校区の取り組み目標               

(１)目指すべき校区の姿 

 

 

 

 

 

(２)校区の課題 

 

 

 

 

 

(３)年間の取り組み計画 

 

 

 

(４)具体的な取り組み（例：イメージ） 

 

【参考（目指すべき校区の姿と課題、取り組み計画に関して） 

 

 

 

 

 

 

 

 

校区の姿 

目指すべき 

校区の姿 

 現状  課題 

年間の取組み計画 

１ 全単位自治会における「金岡校区自主防災組織単位自治会活動マニュアル」の周知及び単位

自治会自主防災組織の設立、並びに「自主防災訓練指導マニュアル」に基づく訓練の実施。 

２ 校区福祉委員会と協力して避難行動要支援者の把握と避難計画の構築。 

３ 単位自治会における防災士の資格の習得。 

１ 災害が発生した時は、「生命を第一に」の考え方で各班の町会隣組（原則５軒から１０軒）が

安否確認後、一時集合場所に避難することとしているが、校区自主防災会が組織的に機能するま

でに相当な時間がかかると思われるため、迅速な対応には単位自治会で自主防災組織（４町会設

立済）を立ち上げていくことが喫緊の課題である。 

２ 高齢化が進むなか、自治会未加入者の日々変わっていく避難行動要支援者の把握が難しい。 

 

１ 毎年、避難訓練を開催し、単位自治会で編成されている町会隣組ごとに安否確認できるよう

にする。 

２ 毎年、自主防災訓練を開催し、避難行動要支援者（障害をお持ちの方）にも訓練参加を呼び

かける。 

３ 校区自主防災会及び単位自治会で随時自主防災会議を開催する。 

４ 親子防災キャンプの実施について関係機関と調整していく。 

４ 親子防災キャン 
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◆２．金岡校区自主防災組織の活動               

▶校区自主防災組織について                           

  自然災害の対応は、発生当初に自助活動として個人対応を迫られますが、災害の拡大に

伴い個人の対応の限界が生じ、共助、公助へと進んでいきます。 

  共助においては校区自主防災組織が活動することになりますが、その体制が整うまで

に時間を要することが考えられます。 

  その間において、ただじっと待つだけでは助かる命も助からないことにもなる可能性

があり、やれることは全てやることが求められます。 

  やれることとは、近隣住民が協力し助け合うことです。 

  スケールメリットのある校区自主防災組織が立つ上がるまでは、迅速性のある自治

会・町会での共助活動である自主防災組織を立ち上げ、校区自主防災組織の礎になるこ

とができれば強力な防災組織体制が構築されます。 

  現在、校区にある２３自治会の内、４自治会で自治会自主防災組織が結成されていま

すが、今後は各自治会に結成を呼び掛け自治会組織の強化を図ります。 

 

▶校区における避難行動計画と安否確認の原則                      

  校区における災害時避難行動計画は、単位町会の最小単位である班を概ね５世帯から

１０世帯を一つの単位として、町会隣組とし、災害発生時には相互に声を掛け合い、お

互いの安否確認を行った後に、班で取り決めてある一時集合場所への避難することとし

ています。 

班の避難者の確認は、各班毎の回覧板を使用して行うこととしています。 

避難の時期は、「堺市から避難勧告や避難指示が発令されたとき」又は「堺市北区内

で震度５弱以上の地震が発生したとき」に自治会で決まられている一時集合場所に避難

することです。 

  （一時集合場所は「地域と命を守る防災マップ」を参照ください） 

   

▶校区における災害時要支援者の対応                         

  平成２４年度に校区会員（加入世帯：３，６８６世帯）の災害時要支援者について調

査を実施し、すでに名簿の作成は完了しており、単位自治会で災害時要支援者名簿を保

管しています。 

校区内の自治会未加入者に係る災害時要支援者の安否確認については、平成２７年度

から下記の対応としました。 

①自治会加入を促進する。 

②人道的見地から、一時集合場所へ避難後、自治会内に居住する「堺市の災害時要支援

者調査の結果、災害時要支援者として同意している者」は、原則として自治会で対応

します。 

③校区自治連合会・校区自主防災会及び校区福祉委員会で対応を検討した結果、校区自

治連合会内で居住する災害時要援護者で、その地域に自治会の設立されていない、又
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は、設立されているが校区自治連合会に加入していない地域に居住している災害時要

支援者は校区福祉委員会が対応することとしています。 

   ＊平成２６年９月１８日 校区福祉委員長 了承済み。 
 
▶単位自治会自主防災組織について                           

  以下の資料参照ください。 

・金岡校区自主防災組織自治会活動マニュアル 

・金岡校区自主防災組織自治会活動マニュアル（資料編） 

  また、活動においては、自主防災指導マニュアル（金岡校区）や１９ページの単位自

治会の地域と命を守る防災マップの活用の活用も有効です。 
 

▶情報連絡体制の確立                          

  災害時における情報連絡体制は下記のとおりとしています。 

 ① 災害発生時には、単位自治会の会館等を災害対策本部と位置づけ、災害対策本部看

板を単位自治会ことに設置します。、 

 ② 災害対策本部と総務班員との連絡用として単位自治会毎にトランシーバー３基を貸

与しています。（２３単位自治会と校区対策本部との総数８０基） 

 ③ 関係機関や地域内の状況把握を迅速に行うため連絡用自転車（ノーパンク自転車）

を小学校に常時保管しています。  

 ④ 連絡用紙を活用し、班や各単位自治会の被害状況などを災害対策本部に伝えます。 

  連絡用紙については、金岡校区自主防災組織自治会活動マニュアル（資料編）を参照

ください。 
 
▶防災水路の活用                            

  災害時における消火用水及びトイレ用水に確立体制は下記のとおりとしています。 

① 金岡町内のため池の水を防災水路としています。農業用水路を利用して金岡校区内

のほぼ全域をカバーできる体制をとっています。 

② 長曽根西町会にはため池もあることから長曽根東町会防災水路から狭間川に水を流

し、長曽根地区の１か所にアルミ製のはしごで降りて取水できるようになっています。 
 
校区関連のため池情報 

 

No ため池名 所在地 
ため池 
管理者等 

要水防堤長

（ｍ） 

堤高

（ｍ） 

満水面積

(ha) 

貯水量

（㎥） 
備考 

1 森池 北区金岡町 菅池水利組合 368 2.6 0.9025 13,400  

2 菅池 北区金岡町 2616 菅池水利組合 862 4.1 5.0636 139,620  

3 長池 北区金岡町 2509 長池水利組合 1,010 4.65 6.3957 232,800  

4 寺池 北区金岡町 菅池水利組合 60 1 0.6 8,700  

5 堂ヶ池 北区金岡町 堂ヶ池水利組合 237 2 0.93 14,880  

6 新池 北区黒土町 113 小池水利組合 480 2 0.88 8,800  
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【資料編】 
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１.役員名簿 

(１)校区自主防災会名簿  別添のとおり 

(２)自主防災組織図  金岡校区自主防災組織（各班の役割） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堺市 堺市災害対策本部 

堺市 堺市災害対策本部 

情報 

情報 

金
岡
校
区
自
主
防
災
会 

 

金
岡
校
区
災
害
対
策
本
部 

 

本部長 
(自主防災会会長) 
【自治連合会会長】 

 

副本部長 
(自主防災会副会長) 
【自治連合会副会長】 

 

自主防事務局 
(本部役員) 

(校区防災士) 

 【平常時･災害時】 

総
務
班 

情
報
・
広
報
班 

消
化
班 

救
出
・
救
護
班 

要
援
護
者
救
護
班 

避
難
誘
導
班 

給
食
・
給
水
班 

物
資
・
施
設
管
理
班 

衛
生
班 

被
災
者
管
理
班 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班 

救
護
・
要
援
護
者
班 

 救出･救護 

班、要援護 
者救護班が 
合同で対応 

する。 

【避難所開設時】 

情報 

◯
◯
町
会
自
主
防
災
会 

 

 

 

 

 

◯
◯
町
会
災
害
対
策
本
部(

看
板
設
置)

 

本部長 
(町会長) 

 

副本部長 
(町会副会長) 

 

町会自主防災会事務局 
(町会役員) 
(町会班長) 

総
務
班 

 

活
動
班 

情
報
・
広
報
班 

 

救
出
救
護
班 

要
援
護
者
救
護
班 

避
難
誘
導
班 

給
食
給
水
班 

町

会

班

・

町

会

隣

組 

 

情報 

町会班長 
(班の指揮者) 

 

町会副班長 

(班長の指名した者) 
２～３人 

情報収集 

活動班 町
会
隣
組 

人命救助 

初期消班 

 災害発生後は、班で情報収集・ 

人命救助・初期消火を行ないます。 

* このため、日頃から班内 
の情報を共有しましょう。 

班 平常時 災害時 

総務班 
 自主防災会を運営し、各 
班を調整する。 

 全てを統括する。 

情報･広報班 
 講習会や訓練等を企画 
し、町会員の防災意識の高 
揚に努める。 

 正しい情報を把握し、町 
会員に情報を提供する。 

消化班 
 消化訓練や機材の整備を 
行い、火災に備える。 

 火を出さない。 
延焼防止、初期消火。 

救出･救護班 
 救出や救護の技術を身に 
着け、指導する。 

 閉じ込められた人の救出 
や負傷者の応急措置を行 
う。 

要援護者 
救護班 

 町会内の要援護者を把握 
する。 

 要援護者の無事と体調、 
避難状況を把握する。 

避難誘導班 
 避難場所や避難方法を確 
認し、町会員に周知する。 

 町会員の安否を確認し、 
安全な避難を促す。 

給食･給水班 
 備蓄について町会員に周 
知し、炊き出しの計画をす 
る。 

 自宅避難者等の水の確 
保、食糧はどのくらい必要 
かの確認を行う。 

 

班 避難所開設時 

総務班 避難所全体の把握。 

情報･広報班 情報を収集し、素早く発信･伝達する。 

衛生班 避難所全体の衛生面を把握する。 

給食･給水班 元気になるおいしい食事を提供する。 

物資･施設管理班 物資を管理し、適切に配分する。 

被災者管理班 避難者を把握し、情報を整理する。 

ボランティア班 
ニーズの把握。ボランティア関係機関との調整 
受入れ。何でも相談窓口の設置と相談対応。 

救護･要援護者班 要援護者に配慮した支援体制をつくる。 

 

各班の任務〈平常時及び災害時の任務〉 

〈避難所開設時の任務〉 
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２.災害対応関連施設の鍵の保管者名簿 

(１)災害時避難所(小学校、中学校、高校) 

 金岡小学校：通用門／体育館／校舎／防災倉庫 

役職 氏名 住所 電話(自宅) 電話(携帯) 

校長     

     

金岡南中学校：通用門／体育館／校舎／防災倉庫 

役職 氏名 住所 電話(自宅) 電話(携帯) 

校長     

     

 大阪府立金岡高等学校：通用門／体育館／校舎／備蓄倉庫 

役職 氏名 住所 電話(自宅) 電話(携帯) 

校長     

     

(２)地域会館 

 ○●●：正面玄関／その他 

役職 氏名 住所 電話(自宅) 電話(携帯) 
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３. 災害時の連絡体制 

(１)防災行政無線  

○配備場所・配備数：職員室に 1台 

○自局呼出番号：金岡小学校  

金岡南中学校  

○北区役所の無線番号：  （または  ） 

 

北区災害対策本部への発信方法 

「『        』+『  』+『      』」+「採用」 

               

 

 (２)災害時優先電話 

○用途：避難者発信用 

○保管／設置場所： 

金岡小学校  （電話機）備蓄倉庫 

（回線口）体育館北東角 

 金岡南中学校（電話機）備蓄倉庫 

（回線口）体育館校舎側入口横 

○配備数：各３台 
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４.指定避難所内災害用資器材・備蓄物資一覧 

金岡小学校内コンテナ倉庫（災害用備蓄倉庫） 

項 目 品名・仕様など 
各ｺﾝﾃﾅ内 
数量 

仮設トイレ ベンクイック又はドントコイ等 2 

簡易トイレ サニターⅡ又はサニタークリーンポータブル等 8 

トイレットペーパー 芯なし 150m×48ロール／箱 1 

生理用品 24個入り/１袋 3 

発電機セット 

発電機 1 

燃料携行缶（２０㍑） 1 

ガソリン缶（１㍑缶×４本／箱） 1 

オイル（１㍑缶×１本） 1 

ハロゲンライト 1 

ライトスタンド 1 

運搬用台車 1 

コードリール（30m） 2 

毛布 アルミ真空パック 360 

サルベージシート 5.4ｍ×5.4ｍ 5 

万能斧 330mm、770g 3 

ハンマー（両口） 3.6㎏、900mm柄付 3 

小ハンマー   65 

救助用ロープ 径 12mm×20m 3 

ノコギリ バクマソー300mm木柄式 5 

スコップ（丸パイプ柄） 特選木柄ショベル、850mm程度 5 

バール 1200mm 1 

バール 平バール、900mm尾平 5 

バール ７５０mm ３ 

バール ６００mm 1 

ツルハシ 片ツル、1.8kg、900mm柄付 3 

ボルトクリッパー BC-750 2 

軍手 すべり止め付き（１ダース） 3 

折りたたみ式担架 5.5㎏、188cm×47cm×3cm 1 

災害用優先電話機 3台 プラスチックケースに一式格納 1 

トランシーバー2台 1組 プラスチックケースに一式格納 1 

避難所開設布看板 60 cm×41 cm ロープ付 2 

マンホールトイレ関係 

テント（内・1張り障害者用）・便器 5 

エンジン式ポンプ・吸管・ホース各１ 1 

ガソリン缶（１㍑缶×４本／箱） 1 
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金岡南中学校内コンテナ倉庫（災害用備蓄倉庫） 

項 目 品名・仕様など 
各ｺﾝﾃﾅ内 
数量 

仮設トイレ ベンクイックなど 2 

簡易トイレ サニターⅡ 8 

トイレットペーパー 芯なし 150m×48ロール／箱 1 

発電機セット 

発電機 1 

燃料携行缶（２０㍑） 1 

ガソリン缶（１㍑缶×４本／箱） 1 

オイル（１㍑缶×１本） 1 

ハロゲンライト 1 

ライトスタンド 1 

運搬用台車 1 

コードリール（30m） 2 

毛布 アルミ真空パック 360 

サルベージシート 5.4ｍ×5.4ｍ 5 

万能斧 330mm、770g 3 

ハンマー（両口） 3.6㎏、900mm柄付 3 

小ハンマー   48 

救助用ロープ 径 12mm×20m 3 

ノコギリ バクマソー300mm木柄式 5 

スコップ（丸パイプ柄） 特選木柄ショベル、850mm程度 5 

バール 1200ｍｍ×1本 1 

バール 平バール、900mm尾平 5 

バール 750mm 3 

バール 600mm 1 

ツルハシ 片ツル、1.8kg、900mm柄付 3 

ボルトクリッパー EBC-750 2 

軍手 すべり止め付き（１ダース） 3 

折りたたみ式担架 
YDC-1A1 

5.5㎏、188cm×47cm×3cm 
1 

災害用優先電話機 プラスチックケースに一式格納 1 

トランシーバー2台 1組 プラスチックケースに一式格納 1 

避難所開設布看板  2 
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金岡小学校内 体育館２階 西側倉庫 

資器材・備蓄物資名 数量 

水（490ml） 
288本 

（24本入×12箱） 

ビスケット 
480食 

（60食×8箱） 

 

金岡南中学校内 Ｅ棟１階 配膳室 

資器材・備蓄物資名 数量 

水（490ml） 
288本 

（24本入×12箱） 

ビスケット 
480食 

（60食×8箱） 

 

５.地域が保有する災害用資器材・備蓄物資一覧（金岡小学校内） 

資機材名 仕様 数量 保管場所 

折りたたみ式リヤカー 昭和アルミリッジ N58-A25 １ コンテナ内 

担架 ４つ折り畳足付き １ コンテナ内 

油圧式ジャッキ MASADA HPD－41 １ コンテナ内 

防災用鍋 実用鍋（40cm）ふた・汁杓子 １ コンテナ内 

スチール棚 日本ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ LA66L－15 １ コンテナ内 

車いす ノーパンク仕様 KA203SB １ コンテナ内 

ツールセット レスキュー11 １ コンテナ内 

災害用トイレテント付 災害用トイレ・ロゴステント付 ２ コンテナ内 

災害用トイレ 非常用トイレベンリー袋 ２ コンテナ内 

災害時飲料用ポリ袋 リキパック 10ℓ ３ コンテナ内 

消火用バケツ 亜鉛メッキ 8ℓ ３０ コンテナ内 

緊急用シート サバイバルシート G/S ５０ コンテナ内 

カセットガス発電機 ホンダエネポ １ コンテナ内 

 

６.最寄りのマンホールトイレ設置公園一覧 

 公園名 所在地 連絡先  

1 金岡窪田池公園 北区金岡町 3028-9 大浜公園事務所 

232-1489 

下水道直結式 6 
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７．校区関連指定避難所一覧 

 施設名 収容可能人員 所在地 連絡先 避難所種別 

1 金岡小学校 1,035 人 北区金岡町 1254 252-0028 風水害・地震 

2 金岡南小学校 1,309 人 北区金岡町 1182-1 258-3104 風水害・地震 

3 金岡南中学校 926人 北区金岡町 2469 258-0233 地震 

4 府立金岡高等学校 675人 北区金岡町 2651 252-0031 地震 

5 金岡公園体育館 4,930 人 北区長曽根町 1179-18 254-6601 地震 
 
８.最寄りの広域避難場所一覧 

 避難場所 収容可能人員 所在地 連絡先 

1 
金岡公園・大泉緑地及びそ

の周辺 

1,887,675 人 北区金岡町・長曽根町 大浜公園事務所 

232-1489 
 
９．校区関連会館等情報（一時避難所等） 

 会館等名 所在地 連絡先 面積（㎡） 

1     

2     

3     

4     

5     

6     

7     

8     

9     

10     

11     

12     

13     

14     

15     

16     

17     

18     

19     

20     

21     
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10．校区関連公園（公共緑地除く）情報（一時集合場所等） 

 施設区分 所在町会名 公園名 所在地 面積（㎡） 

1 堺市 西之口 金岡町えびね公園 北区金岡町 972-50 273 

2 堺市 長曽根西 長曽根辰池公園 北区長曽根町 1519-32 380 

3 堺市 EG 金岡 金岡町いちょう公園 北区金岡町 704-9 750 

4 堺市 ゆずりは 金岡町ゆずりは公園 北区金岡町 1100-33 300 

5 堺市 竹ノ内東 金岡町なでしこ公園 北区金岡町 1092-13 171 

6 堺市 中之町 金岡町くつわむし公園 北区金岡町 2383-22 371 

7 堺市 西之口 金岡町おしどり公園 北区金岡町 980-15 262 

8 堺市 中之町 金岡町つぐみ公園 北区金岡町 2415-8 140 

9 堺市 竹ノ内東 金岡町かわせみ公園 北区金岡町 1264-32 230 

10 堺市 長曽根西 長曽根竹ノ内公園 北区長曽根町 3031-2 1390 

11 堺市 西之口 金岡町おおいけ公園 北区金岡町 3000-3 1297 

12 堺市 長曽根西 長曽根新池公園 北区長曽根町 3011-4 1159 

13 堺市 長曽根西 長曽根中池公園 北区長曽根町 3014-1 4935 

14 堺市 長曽根東 長曽根森ケ池公園 北区長曽根町 3054 1400 

15 堺市 長曽根東 長曽根東公園 北区長曽根町 3062-6 999 

16 堺市 竹ノ内東 金田窪田池公園 北区金岡町 3028-9 7097 

17 堺市 楠友会 長曽根楠塚公園 北区金岡町 3076-1 1401 

18 堺市 大道町 金岡町のぎく公園 北区金岡町 2860-6 63 

19 民間 井の尻町 井の尻町広場 北区金岡町  

20 民間 西御坊町 西御坊町広場 北区金岡町  

21 民間 東御坊町 東御坊町ちびっこ広場 北区金岡町  

22 民間 芝之内町 芝之内町ちびっこ広場 北区金岡町  

23 民間 長曽根町 長曽根町自治会グラウンド 北区長曽根町  

24 民間 二軒茶屋町 金岡町自治連合会グラウンド 北区金岡町  
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11.区内福祉避難所一覧 

 施設名 所在地 連絡先 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

 

12.区内防災関係機関連絡先一覧 

 機関名 所在地 連絡先 

1 大阪府北堺警察署 北区新金岡町 1-1-1 250-1234 

2 大阪府北堺警察署金田交番 北区金岡町 2305-2 250-1234 

3 大阪府北堺警察署長曽根交番 北区長曽根町 3018-11 250-1234 

4 堺市北消防署 北区新金岡町 4-1-2 250-0119 

5 堺市北消防署百舌鳥出張所 北区百舌鳥梅町 3-51-7 255-0119 

6 堺市北区役所 北区新金岡町 5-1-4 258-6706 

7 金岡公民館 北区金岡町 1089-1 257-6890 

 

13.北区医療機関関係 

 医療機関 所在地 連絡先 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    
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10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

31    

32    

33    

34    

35    

36    

37    

38    

39    

40    

41    

42    

43    

44    
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45    

46    

47    

48    

49    

50    

51    

52    

53    

54    

55    

56    

57    

58    

59    

60    

61    

62    

63    

64    

65    

66    

67    

68    

69    

70    

71    

72    

73    

74    

75    

76    

77    

78    
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79    

80    

81    

82    

83    

84    

85    

86    

87    

88    
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【様式編】 
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北区災害対策本部行き（tel:         fax:         ） 

 

災害被害状況報告書（第  報） 

 *被害状況を即時把握するため、数値は速報値（概算値）でかまいません。 

 

 

記入した時間 月    日     時    分 現在 

校区名  

報告者氏名  

報告場所  

通信可能な手段 電話・ＦＡＸ・ｅ-mail・その他（                ） 

人的被害 

□なし   □不明 

死者     人 

行方不明者     人 

けが人     人 

□あり 

 

 

物的被害 

□なし   □不明 

□あり  □火災          約   件 

□道路（道路の陥没）   約   件 

□橋の被害（落橋、倒壊） 約   件 

□建物倒壊        約   件 

□その他 

被害状況・発生場所 

 

 

 

 

 

避難者の有無 

□なし  □不明 

□あり 避難状況    約   人  

避難先等（                       ） 

その他 
 

 


